
 

止
ま
ら
な
い
県
の
人
口
減
少

　

昨
年
（
平
成
十
二
年
十
月
一
日
）
行
わ
れ
た
国
勢

調
査
に
よ
る
と
、
山
形
県
の
人
口
は
一
二
四
万
四
一

四
七
人
で
、
四
十
七
都
道
府
県
中
三
十
三
位
で
あ
っ

た
。
前
回
調
査
（
平
成
七
年
）
か
ら
一
・
〇
％
の
減
少

で
、昭
和
六
十
年
の
調
査
以
来
減
少
が
続
い
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
一
％
以
上
の
減
少
は
、
昭
和
四
十
年
〜

四
十
五
年
以
来
三
十
年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。

　

市
町
村
別
で
は
、
天
童
市
（
四
・
三
％
増
）、
東
根

市
（
三
・
七
％
増
）
な
ど
八
市
町
で
人
口
が
増
加
し
た

が
、
全
市
町
村
の
八
割
以
上
に
あ
た
る
三
十
六
市
町

村
で
人
口
が
減
少
し
、
特
に
西

川
町
（
九
・
二
％
減
）、
真
室
川

町
（
八
・
五
％
減
）
な
ど
で
減
少

率
が
大
き
い
。

　

人
口
が
増
加
し
た
市
町
は
山

形
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
と
庄
内

地
方
の
市
部
に
限
ら
れ
（
図

１
）、県
内
の
人
口
分
布
が
一
層

偏
在
化
し
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
る
。

　
　

山
形
県
人
口
の
推
移

　

戦
前
〜
終
戦
直
後
（
大
正
〜

　

昭
和
二
十
年
代
）（
図
２
）

　

大
正
九
年
に
行
わ
れ
た
第
一

回
国
勢
調
査
で
は
、
山
形
県
の

人
口
は
九
六
万
八
九
二
五
人

で
、
四
十
七
都
道
府
県
中
二
十

七
位
で
あ
っ
た
が
、
東
北
で
は
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山
形
県
の
人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
。
一
方
で
、
人
口
の
高
齢
化
も
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
平
成
十
二
年

四
月
に
施
行
さ
れ
た
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
新
過
疎
法
）
で
は
、
県
内
市
町
村
の
約
半
数
に
あ

た
る
二
十
一
市
町
村
が
「
過
疎
地
域
」
に
指
定
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
過
去
の
動
向
を
振
り
返
っ
た
場

合
、
山
形
県
は
常
に
人
口
が
減
少
し
て
い
た
わ
け
で
も
、
も
と
も
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
た
わ
け
で
も
な
い
。

今
回
の
リ
ポ
ー
ト
で
は
、
二
十
世
紀
の
山
形
県
が
歩
ん
で
き
た
人
口
の
動
き
と
、
過
疎
化
・
高
齢
化
の
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
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福
島
県
に
次
い
で
多
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
東
北
最
大

の
都
市
・
仙
台
市
を
抱
え
る
宮
城
県
よ
り
も
、
当
時

は
人
口
が
多
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
後
は
高
い
出
生
率
に
よ
っ
て
順
調
に
人
口
が

増
え
、昭
和
十
五
年
に
は
一
一
二
万
人
弱
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
第
二
次
大
戦
末
期
か
ら
終
戦
直
後
に
か
け

て
は
、
東
京
な
ど
空
襲
で
大
打
撃
を
受
け
た
大
都
市

か
ら
の
集
団
疎
開
や
、
終
戦
に
よ
る
復
員
兵
や
海
外

引
揚
者
の
帰
郷
に
よ
っ
て
人
口
が
急
増
し
、
昭
和
二

十
二
年
の
臨
時
国
勢
調
査
で
は
一
三
三
万
五
六
五
三

人
に
増
加
し
た
（
昭
和
十
五
年
〜
二
十
二
年
の
人
口

増
加
率
は
一
九
・
三
％
）。

　

集
団
疎
開
し
た
人
々
は
、
終
戦
に
よ
っ
て
大
都
市

へ
戻
っ
て
い
っ
た
が
、
昭
和
二
十
二
年
〜
二
十
四
年

に
は
第
一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
県
の
人
口

は
昭
和
三
十
年
ご
ろ
ま
で
一
三
五
万
人
台
で
推
移
し

た
。

　

高
度
成
長
期
（
昭
和
三
十
年
代
〜
四
十
年
代
）

　

昭
和
三
十
一
年
の
経
済
白
書
で
「
も
は
や
戦
後
で

は
な
い
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
登
場
し
、
日
本
が
高

度
経
済
成
長
期
に
突
入
す
る
と
、
県
の
人
口
は
一
転

し
て
減
少
に
転
じ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
都
市
圏
で
は

急
速
に
工
業
化
が
進
み
、
大
量
の
労
働
力
需
要
が
発

生
す
る
一
方
で
、
山
形
県
を
含
む
地
方
圏
で
は
産
業

構
造
の
転
換
に
よ
っ
て
農
林
業
就
業
人
口
が
減
少
し

た
た
め
に
、
山
形
県
で
も
大
都
市
圏
、
特
に
東
京
圏

へ
の
人
口
流
出
が
増
大
し
た
の
で
あ
る
。

　

大
都
市
圏
へ
の
人
口
流
出
に
は
、
世
帯
主
の
出
稼

ぎ
や
そ
れ
に
伴
う
挙
家
離
村
、「
金
の
卵
」
と
い
わ
れ

た
中
卒
者
の
集
団
就
職
、
高
等
教
育
進
学
率
の
上
昇

に
よ
る
大
学
・
短
大
へ
の
進
学
移
動
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
態
が
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
山
形
県
の

人
口
は
、
昭
和
三
十
年
の
一
三
五
万
三
六
四
九
人
か

ら
、
昭
和
五
十
年
に
は
一
二
二
万
三
〇
二
人
に
減
少

し
た
。内
陸
の
山
間
部
な
ど
で
は
過
疎
化
が
進
行
し
、

上
ノ
畑
（
尾
花
沢
市
）
な
ど
廃
村
も
多
く
出
て
き
た
。

　

安
定
成
長
期
（
昭
和
五
十
年
代
〜
六
十
年
代
）

　

昭
和
四
十
八
年
に
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
起

き
、
そ
れ
を
境
に
日
本
が
高
度
成
長
か
ら
安
定
成
長

に
移
行
す
る
と
、
大
都
市
圏
へ
の
人
口
流
出
も
急
速

に
衰
え
、
県
の
人
口
は
再
び
増
加
し
た
。
昭
和
六
十

年
に
は
一
二
六
万
一
六
六
二
人
に
回
復
し
、
昭
和
五

十
年
か
ら
の
十
年
間
で
約
四
万
人
の
増
加
を
記
録
し

た
。

　

折
し
も
、
昭
和
五
十
二
年
に
第
三
次
全
国
総
合
開

発
計
画
が
策
定
さ
れ
、
そ
こ
で
は
地
方
振
興
に
よ
る

「
定
住
構
想
」
が
唱
え
ら
れ
た
が
、
山
形
県
で
も
米
沢

や
東
根
な
ど
に
工
業
団
地
が
造
ら
れ
、
積
極
に
企
業

誘
致
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
県
内
雇
用
の
創
出
が
図

ら
れ
た
。

　

一
方
で
、
自
動
車
の
増
加
に
よ
っ
て
道
路
交
通
網

が
整
備
さ
れ
、生
活
環
境
が
改
善
さ
れ
る
と
と
も
に
、

県
民
一
人
当
た
り
所
得
も
次
第
に
全
国
平
均
に
近
づ

く
な
ど
、
生
活
水
準
も
向
上
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と

が
、
県
の
人
口
増
加
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
。

　

バ
ブ
ル
期
〜
低
成
長
期
（
平
成
〜
現
在
）

　

元
号
が
昭
和
か
ら
平
成
に
変
わ
る
こ
ろ
か
ら
、
県

の
人
口
も
再
度
減
少
に
転
じ
た
。
た
だ
し
こ
れ
は
、

県
外
（
大
都
市
圏
）
へ
の
人
口
流
出
が
再
び
活
発
化

し
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
昭
和
末
期
か
ら
平
成
初

期
に
か
け
て
は
バ
ブ
ル
経
済
期
で
あ
り
、
首
都
・
東

京
に
は
「
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
」
が
集
中
し
た
が
、

こ
の
時
期
で
も
、
県
外
へ
の
人
口
流
出
は
む
し
ろ
減

少
を
続
け
て
お
り
、
社
会
動
態
（
転
入
か
ら
転
出
を

引
い
た
数
）
も
マ
イ
ナ
ス
で
は
あ
る
が
低
水
準
を
維

持
し
て
い
た
。

　

逆
に
、
少
子
化
に
よ
る
出
生
率
の
低
下
と
高
齢
化

に
よ
る
死
亡
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
県
の
自
然
増
加

率
は
急
速
に
低
下
し
、
自
然
動
態
（
出
生
か
ら
死
亡

を
引
い
た
数
）
の
プ
ラ
ス
が
社
会
動
態
の
マ
イ
ナ
ス

を
カ
バ
ー
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
が
、
県
の
人
口

が
減
少
に
転
じ
た
要
因
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、
平
成
九
年
以
降
は
自
然
動
態
も
マ
イ
ナ

ス
に
転
じ
、
社
会
動
態
の
マ
イ
ナ
ス
と
相
ま
っ
て
、

県
の
人
口
減
少
に
一
層
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
。

加
速
す
る
高
齢
化

　

山
形
県
に
お
け
る
、平
成
十
二
年
の
老
年
人
口（
六

十
五
歳
以
上
）
は
二
八
万
五
五
九
〇
人
で
、
県
人
口

に
占
め
る
割
合
は
二
三
・
〇
％
で
あ
っ
た
。老
年
人
口

25
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の
割
合
が
二
五
％（
人
口
の
四
人
に
一
人
が
高
齢
者
）

以
上
の
市
町
村
は
、
全
市
町
村
の
三
分
の
二
に
及
ぶ

（
図
３
）。最
も
低
い
の
は
天
童
市
の
一
九
・
〇
％
で
あ

る
が
、
全
国
値
が
一
七
・
四
％
で
あ
る
か
ら
、
山
形
県

の
高
齢
化
の
レ
ベ
ル
は
全
国
水
準
よ
り
も
は
る
か
に

高
い
と
い
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
正
九
年
に
は
老
年
人
口
は
四
万
三

五
七
九
人
で
、県
人
口
に
占
め
る
割
合
は
わ
ず
か
四
・

五
％
で
あ
っ
た
。全
国
の
割
合
が
五
・
三
％
で
あ
っ
た

か
ら
、
当
時
の
山
形
県
の
人
口
は
全
国
よ
り
も
「
若

か
っ
た
」
こ
と
に
な
る
。

　

大
正
九
年
の
山
形
県
人
口
の
年
齢
構
造
を
人
口
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
に
よ
っ
て
表
現
す
る
と
、
乳
幼
児
（
〇
〜

四
歳
）
の
割
合
が
最
も
多
く
、
加
齢
に
と
も
な
っ
て

割
合
が
減
少
し
て
い
る
（
図

４
）。
こ
れ
は
「
富
士
山
型
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
出
生
率
も

死
亡
率
も
高
い
状
態
を
示
す
。

す
な
わ
ち
、
就
業
者
の
大
半
が

農
業
に
従
事
し
て
い
た
時
代
に

あ
っ
て
は
、
子
供
は
「
労
働
力
」

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
、
ま
た
乳
幼
児
の
死
亡
も

多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
女
性
の

多
産
は
半
ば
強
要
的
で
あ
っ

た
。
一
方
で
、
県
民
の
平
均
寿

命
も
現
在
よ
り
は
る
か
に
短

か
っ
た
（
男
女
と
も
四
十
歳
代

前
半
と
推
定
さ
れ
る
）
た
め
、

高
齢
者
の
数
も
少
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
富
士
山
の
よ
う

な
末
広
が
り
の
年
齢
構
造
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

老
年
人
口
は
、
戦
前
〜
昭
和

二
十
年
代
ま
で
は
数
的
に
も
割
合
的
に
も
大
し
て
変

化
が
な
く
、
昭
和
三
十
年
で
も
県
人
口
の
五
・
〇
％

（
約
六
万
七
千
人
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
こ

の
こ
ろ
に
な
る
と
、
医
療
や
公
衆
衛
生
の
改
善
と
、

生
活
水
準
の
上
昇
に
よ
る
栄
養
水
準
の
向
上
が
相

ま
っ
て
、
乳
幼
児
の
死
亡
率
が
飛
躍
的
に
低
下
し
、

ま
た
平
均
寿
命
も
六
十
歳
代
に
ま
で
延
び
た
。
一
方

で
、
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
（
昭
和
二
十
二
年
〜
二
十
四
年
）

以
降
は
出
生
率
が
急
激
に
低
下
し
、
昭
和
三
十
年
の

山
形
県
の
出
生
率
は
昭
和
二
十
四
年
の
六
五
％
弱
に

ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
し
た
が
っ
て
、
昭
和
三
十
年
の

人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
は
、
や
や
す
そ
野
が
狭
ま
り
、

か
つ
底
上
げ
さ
れ
た
年
齢
構
造
に
な
っ
た
。

　

現
在
の
県
民
の
平
均
寿
命
は
、
男
で
七
七
・
〇
歳
、

26
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女
で
八
三
・
二
歳
に
達
し
、新
生
児
が
還
暦（
六
十
歳
）

ま
で
生
存
す
る
確
率
も
、
男
で
九
〇
％
、
女
で
九
五

％
近
く
と
高
い
（
平
成
七
年
の
山
形
県
生
命
表
よ

り
）。
そ
れ
に
対
し
て
、県
の
出
生
数
は
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
の
四
万
人
強
（
年
間
）
か
ら
、
平
成
十
二
年
に
は

一
万
八
九
八
人
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
平
成
十
二
年
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
は
、
上
層

部
（
高
齢
層
）
が
大
き
く
ふ
く
ら
む
一
方
で
、
す
そ

野
が
完
全
に
縮
小
し
て
、さ
ら
に
底
上
げ
さ
れ
た「
つ

ぼ
型
」
の
年
齢
構
造
に
変
化
し
て
い
る
（
図
５
）。

　

一
般
に
、
地
域
人
口
に
お
け
る
高
齢
者
人
口
の
割

合
が
七
％
以
上
で
あ
る
状
態
を
「
高
齢
化
社
会
」
と

い
い
、
一
四
％
以
上
で
あ
る
状
態
を
「
高
齢
社
会
」

と
い
う
。
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
た
の
は
、
山
形
県

も
全
国
も
昭
和
四
十
五
年
で
あ
っ
た
が
、
全
国
が
高

齢
社
会
に
到
達
し
た
の
が
平
成
七
年
で
あ
る
の
に
対

し
、山
形
県
は
す
で
に
平
成
二
年
に
は
高
齢
社
会
に
突

入
し
た
。ま
た
、大
正
九
年
〜
平
成
十
二
年
の
八
十
年

間
で
、県
の
人
口
は
一
・
三
倍
の
増
加
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は
六
・
六
倍
に
増
加
し

て
お
り
、
さ
ら
に
出
生
率
の
低
下
と
相
ま
っ
て
そ
の

構
成
比
も
飛
躍
的
に
上
昇
し
て
い
る（
図
６
）。
つ
ま

り
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
極
め
て
高
齢
化
の
ス
ピ
ー

ド
が
速
い
と
い
わ
れ
て
い
る
日
本
の
水
準
よ
り
も
、

山
形
県
は
さ
ら
に
そ
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
の
で
あ
る
。

高
齢
化
ス
パ
イ
ラ
ル

　

と
こ
ろ
で
、
山
形
県
の
市
町
村
に
つ
い
て
、
平
成

七
年
〜
十
二
年
の
人
口
増
加
率
と
平
成
十
二
年
の
高

齢
化
率
と
の
関
係
を
み
る
と
、
比
較
的
高
い
相
関
関

係
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
口
減
少
率
が
大
き
い
市
町

村
ほ
ど
高
齢
化
率
が
高
い
と
い
え
る
。

　

地
域
人
口
の
減
少
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

進
学
・
就
職
な
ど
を
契
機
と
し
た
若
年
女
性
の
流
出

や
結
婚
に
よ
る
地
元
女
性
の
流
出
も
含
ま
れ
る
が
、

そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
出
産
を
行
う
「
予
備
軍
」
と
し

て
の
女
性
の
減
少
を
意
味
す
る
。
し
か
も
晩
婚
化
な

ど
に
よ
っ
て
出
生
率
が
低
下
し
、
子
供
の
数
が
減
少

す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
地
域
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
の

割
合
が
上
昇
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
人
口
減
少
地
域
で
は
、「
人
口
流
出

↓
出
産
適
齢
女
性
の
減
少
↓
出
生
率
の
低
下
↓
子
供

の
減
少
↓
人
口
の
高
齢
化
」
と
い
う
悪
循
環
に
よ
っ

て
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
展
す
る
「
高
齢
化
ス
パ

イ
ラ
ル
」
に
陥
る
危
険
性
が
あ
る
。

発
想
の
転
換
が
必
要

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
平
成
九
年

に
行
っ
た
推
計
に
よ
る
と
、
山
形
県
の
人
口
は
今
後

も
減
少
し
、
平
成
三
十
七
年
に
は
百
九
万
人
強
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
老
年
人
口
の
割
合
も

平
成
三
十
七
年
に
は
二
九
・
九
％
に
達
し
、
さ
ら
に
、

高
齢
者
（
六
十
五
歳
以
上
）
が
子
供
（
〇
〜
十
四
歳
）

の
四
倍
弱
と
い
う
「
超
高
齢
社
会
」
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
推
計
に
「
逆
ら
う
」
た
め
に
は
、
地
元

雇
用
の
創
出
に
よ
る
若
年
人
口
の
流
出
抑
制
や
Ｕ

タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
、
ま
た
高
度
医
療
施
設

の
拡
充
に
よ
る
さ
ら
な
る
寿
命
の
延
長
や
、
子
育
て

環
境
の
改
善
に
よ
る
出
生
率
の
上
昇
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
が
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
決
定
的
な

治
療
薬
と
は
な
り
に
く
い
。

　

む
し
ろ
、
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
、
人
口
が
高
齢

化
す
る
こ
と
を
「
悪
い
こ
と
」
と
悲
観
的
に
と
ら
え

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
事
態
と
共
存
す
る
姿

勢
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

人
口
の
減
少
に
つ
い
て
は
、ゆ
と
り
あ
る
住
環
境
・

生
活
環
境
を
整
備
す
る
機
会
と
も
と
ら
え
ら
れ
る

し
、
人
口
の
高
齢
化
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
を
み
な

被
扶
養
者
と
み
な
す
の
で
は
な
く
、
健
康
な
高
齢
者

に
は
積
極
的
に
経
済
活
動
や
社
会
活
動
に
参
加
し
て

も
ら
え
ば
よ
い
。
ま
た
、
少
な
い
子
供
を
地
域
の
貴

重
な
財
産
と
し
て
地
域
全
体
で
育
て
る
と
い
う
姿
勢

は
、
今
日
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
あ

り
方
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
「
高
齢
化
先
進
県
」
の
山
形
県
に
お
い
て
、
そ
う
し

た
前
向
き
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
れ
ば
、
全
国
的

な
模
範
事
例
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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図６　山形県における老年人口の推移（大正９年～平成12年）
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